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　当院は2000年に、併せて690床の旧市立・町立病院を、520床の急
性期医療を担う総合病院と、併せて100床の初期と回復期医療を担う４
つのサテライト病院・診療所に再編統合し建設されました。現在も総務

省が進めている地域完結型、急性期と回復期医療の再編を先取りしたような形で、置賜２次医療圏の唯一の三
次救命救急センターを有し、地域医療の中核としての役割を果たしています。救急車は年間4600台以上でER受
診患者は18000人余り、ERからの入院患者は4400人以上であり経験する症例は豊富です。
　置賜地域は、人口18万人余り、面積は神奈川県よりも大きく、雪深い冬を過ぎると春から秋にかけては「日本
のふるさと」と呼ぶにふさわしい穏やかな田園地域で、心の温かい人々が暮らしています。
　当院では一次から三次まで多種多様な疾病に関わることができ、まさにプライマリーケアの研修には最適の
環境と言えます。臨床研修でプライマリーケアを習得し、その中で興味ある分野を思索追求し、キャリアアップの
ために進む道を自由に選択していきましょう。初期研修後の進む道に関しても指導医は皆さんの気持ちを第一
に相談に乗ってくれます。専門医取得を目指した専攻医としての研修も視野に入れて病院選択を検討する事も重
要です。当院はその専門性の高さから50を超える学会から専門研修施設の認定を受けています。これは研修医
修了後の進路の選択にも必ず役に立ちます。
　２年間の初期研修医の期間を病気ではなく患者を診る、治療する当院で過ごしてみませんか？令和元年度の
レジデントハウスの完成など研修環境は整っています。一度見学に来てください。自分の目で見て、耳で聞いてみ
て下さい。お待ちしています。

院長　江口　英行
臨床研修管理委員会委員長

【 病院理念 】 心かよう信頼と安心の病院

医師となって最も重要な
　　　　　　研修医期間

01 臨床研修案内｜2027－2028 2027－2028｜臨床研修案内



▶医師としての人格を涵養する。
▶医学及び医療の果たす社会的役割を認識する。
▶プライマリ・ケアの基本的な診療能力を身に付ける。
▶患者を全人的に理解し、尊重するよう努める。

教育研修部長

仙道　　大
教育研修委員会委員長

基本方針

理　　念

▶患者の呈する症状、身体的所見、検査所見に基づいた鑑別診断及び初期治療を的確に
行える能力を修得する。

▶医療チーム構成員としての役割を理解し、保健・医療・福祉の幅広い職種からなる他の
メンバーと協調・協力する習慣を身に付ける。
▶患者及び医療従事者にとって安全な医療を遂行し、安全管理の方策を身に付ける。
▶急性期医療を中心として、科学的根拠に基づいた良質な医療を提供するよう努める。
▶地域連携の現場を体験し、地域の基幹病院及びサテライト施設等の役割を理解する。

公立置賜総合病院　卒後臨床研修の理念と基本方針

　当院は、置賜地方で唯一の救命救急センターを有する中核病院として、医療
圏人口約20万人の置賜地域に高度急性期医療を提供しています。また、災害拠
点病院、地域がん診療連携拠点病院、第二種感染症指定医療機関として、多岐
にわたる医療ニーズに応えています。
　当院研修の特徴ですが、救急研修では、1次から3次救急までの症例を経験す
ることが可能で、1日平均約12台の救急車搬送があり、豊富な症例数を経験でき
ます。研修医がすべての患者にファーストタッチを行い、指導医がフォローアップ
とフィードバックを行う形式を採用しています。また、自由度の高い研修プログラム
を採用しており、自分に合わせて柔軟に研修計画を組むことができます。また、周
辺のサテライト医療施設で、地域医療や慢性期医療についても学ぶことも可能
です。
　研修環境としては、診療科間の垣根が低く、医師同士、研修医同士の仲が良く、
相談しやすい環境が整っています。病院周辺は景色が良く、さらに、平成31年に
完成したレジデントハウスにより住環境も整っています。
　当院では、豊富な症例、自由度の高い研修プログラム、指導医からの手厚い
フォローにより、医師として大きく成長できる環境が整っています。美しい自然に囲
まれ、温かい雰囲気の中で、充実した研修生活を送りませんか。皆様のご応募を
心よりお待ちしております。
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病院概要

　当センターは置賜地域唯一の救命救急センターで、年間18,000件を超える受
診があり、年間4,000台の救急車の搬送を受け入れています。地域の方が安心し
て暮らすことができるよう、誰ひとり取り残すことのない救急医療を目指してい
ます。
　救急科研修では、臨床研修で経験すべき症状、疾患、病態を数多く経験するこ
とができます。頻度の高い症状の診断と治療、緊急を要する疾患や病態の初期治
療を習得できます。また地域の医療機関や消防機関との連携を理解し、実践する
ことができます。
　当センターは研修の場として充実した環境であり、毎年、研修医が逞しく成長しています。救急医療に興味がある方も、救急研
修を通じて将来の進路を定めたい方も、当院で初期研修２年間を過ごしてみませんか。お待ちしています。　

救命救急センター研修では、一次から三次までの多種多様な症例を数多く経験す
ることにより、プライマリ・ケアの基本的診療能力が習得できます。

救命救急センター
センター長　金子　忠弘

124名
研修医24名を含む

医師数

386.7人／日
入院患者数

13回／年
ヘリコプター搬入回数

470床
救命救急センター20床を含む

病床数

987.4人／日
うち救命救急外来37.6人／日

外来患者数

4,624台／年
12.7台／日

救急車搬入台数
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公立置賜総合病院は置賜二次医療圏における急性期医療の基幹病院として、
一次から三次医療までの様々な症例に対して医療を提供しています。

施設認定

▼ 救命救急センター

▼地域がん診療連携拠点病院

▼災害拠点病院（地域災害医療センター）[置賜二次医療圏]

▼ 第二種感染症指定医療機関

▼へき地医療拠点病院

▼臨床研修指定病院　医師　基幹型

▼臨床研修指定病院　歯科医師　基幹型

▼臨床研修指定病院　医師　協力型

▼エイズ治療拠点病院

▼地域医療支援病院

▼日本医療機能評価機構認定病院　3rdG：ver.2.0（2021年5月～）

学会等認定施設

▼ 日本整形外科学会専門医制度研修施設

▼日本外科学会外科専門医制度修練施設

▼日本消化器外科学会専門医修練施設

▼日本泌尿器科学会専門医教育施設

▼日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関

▼日本糖尿病学会認定教育施設Ⅰ

▼日本脳神経外科学会専門研修プログラム連携施設

▼日本消化器内視鏡学会指導施設

▼日本消化器病学会認定施設

▼日本循環器学会認定循環器専門医研修施設

▼浅大腿脈ステントグラフト実施施設

▼日本乳癌学会専門医制度認定施設

▼マンモグラフィ検診施設画像認定施設

▼日本眼科学会専門医制度研修施設

▼日本呼吸器学会認定施設

▼日本呼吸器外科専門医合同委員会専門研修連携施設

▼日本心血管インターベンション治療学会研修施設

▼日本臨床細胞学会認定施設

▼日本麻酔科学会認定病院

▼日本ＩＶＲ学会専門医修練施設

▼日本血液学会認定専門研修教育施設

▼日本小児神経学会小児神経専門医研修関連施設

▼日本がん治療認定医機構認定研修施設

▼日本臨床栄養代謝学会ＮＳＴ専門療法士認定教育施設

▼日本臨床栄養代謝学会ＮＳＴ稼働施設

▼日本透析医学会教育関連施設

▼日本口腔外科学会准研修施設

▼日本脳卒中学会研修教育施設

▼日本医学教育学会機関委員

▼日本神経学会准教育施設

▼日本胆道学会指導施設

▼日本精神神経学会研修施設

▼日本周産期・新生児医学会補完施設（新生児）（母体・胎児）

▼日本手外科学会関連基幹研修施設

▼日本総合病院精神医学会専門医研修施設

▼日本病院総合診療医学会認定施設

▼日本不整脈心電学会不整脈専門医研修施設

▼日本呼吸器内視鏡学会認定施設

▼日本腎臓学会認定教育施設

▼日本臨床神経生理学会教育施設

▼日本膵臓学会指導施設

▼日本形成外科学会教育関連施設

▼日本救急医学会連携施設

▼日本脊椎脊髄病学会椎間板酵素注入療法実施可能施設

▼ 日本専門医機構　総合診療専門医検討委員会総合診療
専門研修プログラム認定

▼日本肝臓学会特別連携施設

▼日本栄養療法推進協議会ＮＳＴ稼働施設

▼日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会エキスパ
ンダー実施施設

▼日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会インプラ
ント実施施設

▼日本総合病院精神医学会電気けいれん療法研修施設

▼日本臨床衛生検査技師会品質保障施設

▼日本内分泌学会認定教育施設

▼日本口腔外科学会研修施設
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症例数
豊富な症例数

当院は置賜地域の高度医療を担う拠
点病院であり、また救命救急センター
を有することから一次から三次救急
までの様々な症例を経験できます。

地域医療
サテライト医療施設での研修

当院は基幹型臨床研修病院であるこ
とから、精神科はもちろん、地域医療
についても病院企業団内のサテライ
ト医療施設（各病院とも車で15分程
度）で研修を行うことが可能であり、2
年間研修に集中することができます。

指導医数
充実した指導医数

50名を超える指導医が在籍してお
り、手厚くきめ細やかなマンツーマ
ンの指導体制のもと、他院とは比較
にならないほど数多くの手技を経験
することができます。

救命救急
センター

救命救急センターでの研修

県内に４施設しかない救命救
急センターを併設し、さらに
より広域的な救急搬送体制
を確立するために緊急用ヘリ
ポートも設置しています。

研修の特色

置賜広域病院企業団
公立置賜総合病院は、置賜地域の
高度・救命医療を担う病院として、
隣接する２市２町（長井市、南陽市、
川西町、飯豊町）と山形県が設立運
営主体となって建設され、2000年
11月から診療を開始しました。
それまでの市立病院・町立病院は
住民のより身近なサテライト医療
施設として初期医療や慢性期医療
を担い、当院と機能分担を図ってい
ます。この試みは全国に先駆けて
実施され自治体病院の広域再編モ
デルとなっています。

連携施設
山形大学医学部附属病院、米沢市立
病院、鶴岡市立荘内病院、公立置賜
長井病院、公立置賜南陽病院、小国
町立病院、公立高畠病院、朝日町立
病院、山形県置賜保健所
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■自由選択科目については、全ての診療科の中から１か月単位で自由に選択することを可能としています。
■外科系専攻コース、内科系専攻コース等標準的な推奨モデルも設定しています。
■具体的な診療科の選択についても教育研修部が責任を持って指導します。
■ローテションは順不同です。
【必修】 ※１　初期臨床研修を円滑に、効果的に行うため、４月にオリエンテーション研修プログラムを実施します。
 ※２　救急科は12週必修ですが、救命救急センターにおける宿日直業務を研修期間とすることができます。
 ※３　外科、小児科、産婦人科、精神科を各４週以上研修します。
 　　   外科は、外科・消化器外科、呼吸器外科、心臓血管外科から選択することができます。
 ※４　地域医療重点プログラムでは、地域医療12週となります。
その他、一般外来を（初診患者の診療及び慢性疾患患者の継続診療を含む）４週以上研修します。

初期研修プログラム （公立置賜総合病院　卒後臨床研修プログラム）

プログラムの特徴

研修スケジュール（標準） プログラム例　定員10名（うち地域医療重点プログラム１名）

研修予定（参考）プログラム

●自由選択プログラムにより、すべての研修科目の中から１か月単位で選択することができます。
● BLS、ACLSプロバイダーコース受講を支援します。

当院の臨床研修は、将来の専門性に関わらず、日常診療で遭遇することが多い疾患・病態に迅速で適切に対応で
きる基本的な診療能力を身に付けられるような研修内容としています。

１年次

外
　
　
科 

【必修】 

※３

小
児
科 

【必修】 

※３

産
婦
人
科 

【必修】 

※３

精
神
科 

【必修】 

※３

114 5 6 7 8 9 10 12 1 2 3

１年次

114 5 6 7 8 9 10 12 1 2 3

内　科（24 週）
【必修】※1

消化器内科 循環器内科 救急科 呼吸器内科外科・
消化器外科

腎臓・
透析
内科

２年次

114 5 6 7 8 9 10 12 1 2 3

小児科 精神科神経
内科

総合
診療科

地域
医療

産婦人
科

救急科
（8週）
【必修】※２

２年次

地
域
医
療 

（4週） 

【必修】※４

114 5 6 7 8 9 10 12 1 2 3

自　　由　　選　　択

放射線
科

血液内科 代謝・内分泌内科眼科
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　消化器内科は、医師10名に初期研修医が加わります。日本消化器病学会、
日本消化器内視鏡学会等が認定する教育・指導施設であり、学会の指導医・専
門医が揃います。診療はチーム医療体制をとり、研修医にはマンツーマン体
制で指導医がつきます。
　がん診療連携拠点病院として、内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）や食道癌
の放射線治療なども十分な経験値を積めるほか、炎症性腸疾患に対しても特
に専門性の高い治療を学べます。全国有数のラジオ波の治療件数に象徴され
ますが、置賜地域は特に肝疾患患者が多い地域です。また、胆膵疾患患者も
多く、内視鏡的逆行性胆管膵管造影（ERCP）に関わる検査・治療、さらに経皮
的処置に関し理解と自信を得られます。
　質、量ともに要望に応じたオーダーメイドの研修が可能です。学びは、高い
ところから眺めて知るのが近道です。そして何より、人との出会い、導く指導
者が必要です。消化器内科医として、高度な診断・治療法まで十分な研修が可
能です。

　循環器内科は常勤医７名（うち循環器専門医５名が研修施設に認定）、２チー
ム体制で診療にあたっています。診療は高血圧、虚血性心疾患、心不全、不整
脈、弁膜症、先天性心疾患、心筋症、肺高血圧症、肺塞栓症と広範囲にわたりま
す。急性心筋梗塞や不安定狭心症といった急性冠症候群に対しては24時間
体制で、心臓カテーテル検査を行います。
　研修医へは、心臓カテーテル検査や経皮的冠動脈形成術（PCI）、カテーテ
ルアブレーション、ペースメーカー植え込み術（（リードレスペースメーカー植
え込みを含む）など、豊富な症例で充実した研修を提供いたします。PCIに関し
てはDCA（方向性冠動脈粥腫切除術）、ロータブレータ、エキシマレーザー冠
動脈形成術等、最新の手技を学ぶことができます。心臓カテーテル検査や
ペースメーカー植え込みといった手技については、卒後２～３年目より術者と
して経験できます。また、心房細動に対する肺静脈隔離術を中心に、カテーテ
ルアブレーションも積極的に行っております。
　是非当院での研修をお待ちしております。

　当院は日本呼吸器学会教育病院に指定されており、医師は総勢４名で、うち
日本呼吸器学会指導医１名が常勤しています。
　当科の研修の特徴は、幅広く呼吸器疾患を学べることです。最先端の肺が
ん治療、治験、クリティカルな感染症治療から、睡眠時無呼吸症候群、気管支
喘息、COPDなどの一般診療まで経験することができます。
　入院患者は年間900人前後。気管支鏡検査は年間約200件、超音波気管支
鏡検査は約60件。夜間ポリソムノグラフィーは年間約50件。肺機能検査機器
はモストグラフ、呼気一酸化窒素検査を実施しています。
　昨今、呼吸器内科はアレルギー科、感染症科、腫瘍内科等細分化してきてお
りますが、当科は、視野の広い、考える臨床医の育成を目指しています。
　一緒に学んでいける研修医を募集しております。

消化器内科

循環器内科

内　科（呼吸器）

指導医からのメッセージ
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　現在当科は常勤医師が3名います。主に腎臓病や膠原病の修練を行えます。　
　初級医師である研修医のために私達は、患者さんとのコミュニケーション能力を延ばし、自己研鑽が可能な現場を目指しています。
『look（見る）』→『watch & research（視る＆観る）』→『care & cure（看る＆診る）』を習熟し、自らが納得出来る、根拠のある診療を行い
ます。
　当科が取り扱う疾患は、全身を診ることで解決する疾患がほとんどです。研修を通じ、頭の先から足の先までをくまなく観察し、診断出
来る能力を伸ばすことが出来ます。
　これは難しいと思われるかもしれません。しかし、患者さんの全体像をつかむ研修は、今後の医師生活で遭遇するあらゆる難題に必ず
助けとなることでしょう。
　当科の目指す真摯な診療は、患者さんと医療者のお互いが幸せになると思います。
　共に励んでみませんか？
　

　血液内科では常勤医1名が診療にあたっています。入院患者の多くは白血
病、悪性リンパ腫、骨髄腫などの造血器腫瘍ですが、最近この分野での診断
法、治療法の進歩は目覚ましく、遺伝子診断や分子標的療法など、がん診療
の最先端を実践していると感じています。医療圏では唯一の血液内科である
ことから、症例は多く多様な血液疾患を経験することができます。
　研修医の皆さんには、まず内科医としての基本的な手技や考え方を修得
し、その上に血液学の知識と経験を積み上げることができるような場を提供
したいと考えています。
　今後どのような進路を取るにしても役立つ有意義な時間を提供できれば
と思います。「山紫水明」の地で、実力を鍛え上げてください。
　スタッフ皆でお手伝いします。

　現在は常勤医4名で診療にあたっています。当院は、置賜地域では唯一の
日本糖尿病学会認定教育施設、日本内分泌学会認定教育施設、内分泌代
謝・糖尿病内科領域研修施設として登録されています。糖尿病を代表とする
慢性疾患の管理・指導や患者啓蒙活動(糖尿病教室など)に携わるだけでな
く、救命救急センターから紹介される多彩な急性疾患にも対応し、内分泌疾
患の精査・治療も行っております。
　糖尿病はセルフケアの実行度を高めることが重要であり、自己管理能力を
引き出していくことが大切です。そのために院内の糖尿病看護認定看護師を
含む多くの糖尿病療養指導士と協力してチーム医療を行っております。ま
た、糖尿病は全身疾患であるため、合併症診療や周術期血糖コントロールな
どで多くの診療科と連携する機会が多いのも特徴です。
　糖尿病・内分泌疾患を専門的に検査・治療をできる施設であり、専門的か
つ実臨床に沿った経験できる病院だと思います。初期・後期研修医の皆様と
一緒に診療できることを楽しみにしています。

内　科（腎臓・透析）

内　科（血液）

内　科（代謝・内分泌）

多くの専門医・指導医が熱い研修をサポートします。
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　現在、スタッフ3名、非常勤医師5名、研修医数名で診療にあたっています。
科内の雰囲気はアットホームでそれぞれの意思の疎通はしっかりとれている
と自負しています。
　研修の目標は、初期医療における応急処置を身に着けることと、診療に対す
る基本的な知識、技術を身に付けることです。各種感染症、脱水症などの
common diseaseを経験できることはもちろんのこと、救命救急センターが
併設されていますので、小児救急を十分に学ぶことができます。また、正常新
生児の診療はもちろんのこと、様々な新生児疾患を経験することができます。
　スタッフ・非常勤医師が各自専門分野をもっていますので、循環器疾患、神
経疾患、血液疾患、代謝・内分泌疾患、腎疾患などの専門的な疾患も診療する
ことができます。また、当院は小児科専門医研修プログラム連携施設であり、
基幹施設（山形大学医学部附属病院）での研修とともに当院で研修を積むこ
とで小児科専門医の受験資格を取得することができます。
　充実した研修生活をお約束いたします。

　当院は山形県置賜地域の二次医療圏の拠点病院であり、大学病院以外で
は県内唯一の有床総合病院精神科です。また救命救急センターを有するこ
と、がん診療連携拠点病院に指定されています。こうした特性を生かして精神
科救急医療、精神科急性期治療、精神科リエゾン、およびがん医療における精
神医学的ニーズに関する経験など、研修を通して精神科医療について幅広く
経験を積むことができます。
　具体的には措置病床を有しており措置入院を含めた精神科救急や、修正型
電気刺激療法は年間150～200回程度施行しているので統合失調症におけ
る重度かつ難治への対応を含めた多くの疾患を経験することができます。
　また身体合併症やコンサルタントリエゾン、緩和ケアチームを通した他科と
の連携を経験することは今後の精神科医療ではますます重要となっていきま
す。なお精神科専攻医研修プログラム連携施設であるので、精神保健指定医
取得のための全症例を経験し、精神神経学会専門医、総合病院精神医学会専
門医を目指す事ができます。

　研修目標は、外科診療の基本を身につけることです。研修期間
中に、手術症例を１例受け持ち、術前・術中・術後の所見とその
疾患の病態・治療法・考察についてレポートを書いてもらいます。
朝は内科等とのカンファレンスから始まり、病棟回診、そして手術
を経験します。技術的には、中心静脈カテーテルの挿入法も体得
します。さらに、創の処置法、縫合法などをはじめ、外来外科手術
など比較的小さい手術の経験をします。２年目の選択枠で６か月
位の長期研修になると、虫垂切除術や鼠径ヘルニア手術は勿論
のこと、腹腔鏡下胆のう摘出術などの手術も可能になります。
　また、自分の担当患者のみでなく、ほとんどのあらゆる手術症
例に助手として入ってもらい、毎日のように多くの手術を経験し
ます。月３回位は副当直（または日直）医として外科救急医療も研
修することになります。どうぞ張り切って研修してください。

小　児　科

精　神　科

外科・消化器外科

指導医からのメッセージ
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　呼吸器外科は年間約110例の手術を行っております。そのうち、原発性肺
癌が約70例で、残りが自然気胸、転移性肺腫瘍、縦隔腫瘍等です。当院のHP
にも上げてありますが、最近は肺癌の手術が増えてきております。
　当科では、肺癌は鏡視下手術を中心に行っており、手術は呼吸器外科専門
医２名の医師で行っております。
　心臓血管外科とは胸部外科として一緒に働いておりますので、心臓血管外
科の手術も研修出来ますし、救急救命センターもありますので胸部外傷など
の臨床経験も積むことが可能です。
　病棟は、呼吸器病センターとして呼吸器内科と合同になっており、内科も含
めて幅広い研修が可能と思いますのでどうぞおいで下さい。

　心臓血管外科医師は１名で、呼吸器外科と共に胸部外科としてチーム医療を行っています。
心臓外科に関しては、救命救急センターでの緊急対応を主体に行っています。血管外科に関し
ては真性大動脈瘤、解離性大動脈瘤などの大動脈疾患から内蔵動脈瘤、上下肢の動脈瘤、慢
性・急性動脈閉塞まで多岐にわたって治療しています。また下肢静脈瘤、深部・表在静脈血栓症
などの静脈疾患にも対応しています。
　昨今の研修医制度の現況や心臓血管外科医を目指す若手医師の不足から、地方において
は、スタッフの確保が極めて困難で、心臓大血管手術に関しては大病院への集中がさらに強く
望まれてはおりますが、人口母集団としては小規模でも、極めて広域の、公共交通機関にも乏
しい地域であり、当科の救急医療に対する役割は大きいと考えております。また高齢者の多い
置賜地域にあっては、動脈硬化性の疾患が主体となる当科の疾患に対する地域のニーズも非
常に高いものがあると考えております。

　当院は置賜地域（人口22万人余り）を診療圏としており、また救命救急
センターも併設し、診療圏唯一の中核病院であることから、整形外科とし
ても豊富な臨床経験を積むことができます。本院での研修に加え、サテラ
イト病院での診療に携わることで、地域医療の学習・経験を深めることも
可能です。
　整形外科は現在スタッフ10名（専門医７名）で診療にあたっております。
　脊椎外科、肩関節外科、股関節外科、膝関節外科、手の外科を専門とす
るスタッフがそれぞれ常勤しており、専門的な研修を積むことができます。
　外傷手術も県内有数の症例数であり、整形外科手術の約半分は外傷
手術が占めています。
　手術はもちろん、一般的な整形外科的処置の手技や検査も、積極的に
数多く学び経験していただけるように、研修プログラムを組んでおりま
す。外来・救命救急カンファレンスや、病棟、他職種カンファレンスでの指
導にも注力しており、研修進度をスタッフ全員で把握し共通理解のもとで
日々の指導にあたっております。たくさんの研修医の方に来ていただき、
一緒に学んでいただければ幸いです。

呼吸器外科

心臓血管外科

整形外科

多くの専門医・指導医が熱い研修をサポートします。
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　脳神経外科では主に急性期脳卒中、頭部外傷を治療しています。研修での
獲得目標は、将来一人で当直し、脳卒中、頭部外傷の患者さんを診た時に、適
切に診断、治療、特に外科的な緊急治療の必要性を判断できる、ということ
です。
　当院では急性期脳卒中、頭部外傷の患者さんを神経内科、総合診療科と
共同で診療しており、月に平均45名の新入院があり、ベッド数と併せると、約
80名／月の患者さんを経験できます。
　救急部での対応、神経学的所見の取り方、画像診断、急性期血栓溶解療
法、機械的血栓回収治療、開頭手術などの適応の判断、保存的治療の方法、
そして家族も含めて患者さんに対して一人の人間として敬意を持って接する
ことを一緒に学びます。
　

　当院の神経内科は、幅広い神経疾患に対応しております。山形県置賜地区
の急性期病院で神経内科の常勤医が勤務しているのは当院のみであり、地
域一円から多くの紹介を受けています。常勤医は5名で、そのうち4名が神経
内科専門医、3名が女性という特徴があります。
主な診療内容
　・入院診療　急性期脳梗塞・脳出血が多く、脳神経外科や総合診療科と連
携して診療を行っています。

　 また、ギラン･バレー症候群、脳炎、重症筋無力症、多発性硬化症、筋炎など
の神経内科救急疾患を経験できます。

　・外来診療　パーキンソン病、脊髄小脳変性症、筋萎縮性側索硬化症、振戦
などの不随意運動、頭痛、認知症、高次機能障害など、幅広い疾患に対応
しています。

学べるスキル
　神経疾患の病歴聴取や神経学的所見の取り方を学ぶことで、どの診療科
に進んでも役立つ診療科能力を身につけることができます。

脳神経外科

神経内科

　当科は悪性腫瘍、泌尿器救急疾患、尿路結石症を中心に幅広い治療を行っ
ています。手術では、腹腔鏡での腎悪性腫瘍手術や置賜地区唯一のロボット
前立腺手術（hinotori）、尿路結石や膀胱癌の経尿道的手術、前立腺生検（手
術で施行）など年間件数は約380件と多数症例を扱っています。
　入院診療では、泌尿器救急疾患の対応や、上記手術症例の病棟マネジメン
トを中心に様々な侵襲的処置、また手術を経験することで医師として総合的
な対応力を身につけることができます。
　外来診療では、膀胱鏡や尿管ステント留置をはじめとした内視鏡検査・処
置、超音波検査・尿道カテーテル処置が年間1000件を超え、研修期間中にこ
れらの処置対応の自立を目標とします。
　研修を通じて興味があることを躊躇なく習得できるよう支援します。

泌尿器科

指導医からのメッセージ
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　眼科の外来では、白内障をはじめ、緑内障、糖尿病網膜症などの眼底疾患、
眼瞼内反症などの眼瞼疾患などいわゆる眼科一般の症例が多数受診します。
それらに加えて当院では「眼腫瘍センター」を設置しているので、他施設では
あまりみることができない眼腫瘍の症例を経験することができます。
　治療面では、白内障手術を中心に、緑内障手術、眼瞼手術、腫瘍摘出術など
多彩な手術を行っています。また、甲状腺眼症や視神経炎などに対するステロ
イド治療、眼腫瘍に対する放射線治療や抗癌剤の点眼治療などの保存的治療
も行っています。
　白内障や眼底疾患のみでなく様々な興味ある症例が経験できると思います。

眼　　科

　当院は置賜地区産婦人科医療の最後の砦です。特に置賜地方では専門科
が他にないため、精神疾患合併妊婦、内科疾患合併妊婦は当科で妊婦健診を
行っています。2023年の総分娩数は231件、帝王切開は45件ありました。
　産婦人科を専門にしない場合、今後分娩や妊婦健診を扱うことは殆どない
でしょう。１ヶ月の研修期間では修得できることも限られています。１ヶ月だけ
研修する皆さんに学んでいただきたいことは、車中や機内での分娩や有事の
際に産婦人科医が直接立ち会えない状況下で、最低限の産科的処置を何と
かできる知識と技能です。あとは学生時代に座学や実習で学んだ内容を「医
師」として実際に関わりながら自分のイメージをつくることです。
　分娩には波がありますので、「分娩があるときは呼んでください…」と極力
関わろうと努力しなければ、１ヵ月の研修での経験症例が、帝王切開数件に
正常分娩１件以下となることもあります。短期間ですが、集中して研修しま
しょう。

産婦人科

多くの専門医・指導医が熱い研修をサポートします。

　麻酔科は３名の医師で年間約1,400件の全身麻酔を行っていますので、自
由選択で麻酔科をまわっていただいた際には、全身麻酔の経験を積むのに
充分な症例があります。
　２名は10年以上のキャリアを持っており研修の先生への指導経験も豊富
です。全身麻酔の研修を積むには最も良い環境だと思います。また、１名は麻
酔科専門医資格取得に向け山形大学医学部附属病院麻酔科麻酔科専門研
修プログラム（オールマイティ山形）にて研修中です。麻酔科研修目標は「指
導医とともに術前回診に参加し、患者の問題点を把握し麻酔計画を立案す
る。さらに麻酔管理に参加し、術後回診に加わり周術期の患者の総合的管理
を研修する」です。研修の先生を歓迎します。

麻　酔　科
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　放射線科の常勤医師は現在４名おり、画像診断、核医学、IVR、放射線治療を
担当しています。日本医学放射線学会、日本IVR学会の専門医が在籍する認
定施設です。
　当院は総合病院であり、common disease、救命救急センターの急性疾患、
多彩な悪性腫瘍が数多く経験できます。治療方針決定のカンファレンスにも
多数参加し、各科と問題点の共有を可能にしています。
　心臓以外の血管系IVRは放射線科が担当し、ドレナージや生検も施行して
います。肝癌の塞栓術、透析シャントを含めて血管形成術等血管系IVRは年間
200例程度施行しています。救命センターのIVRも放射線科で施行し、外傷等
に対しての止血術がメインです。血管撮影とIVRの研修としては十分な症例
数です。
　放射線治療は癌の標準的治療を行っており、また抗がん剤併用治療も多数
施行しています。地域の癌治療拠点として、すべての患者さんに最適の治療
を行うことを目標としています。
　初期研修のうちの希望科として放射線科研修は、画像診断の基本を主に学
んで頂き「研修終了後は画像診断力の向上が目に見えて分かる」と好評です。 

放射線科

　耳鼻咽喉科は常勤医３名で診療にあたっています。当科の特色は耳鼻咽喉
科疾患を幅広く診療していることと、マンツーマンの徹底した指導で耳鼻咽喉
科専門医を目指す方も短期間に耳鼻咽喉科の基本的な知識と手技を身につ
けたい方にも十分な研修ができます。症例、手術数については、外来は１日50
名程度と多く、新生児聴力検査や平衡機能検査、頭頸部超音波検査など専門
的な検査も行っており、研修医は指導医のもとで実際に診察を行います。手
術は中耳炎、副鼻腔炎から頭頸部癌まで年間200件以上行ており、研修医は
まず助手を務めます。そのうち内視鏡副鼻腔手術が50件以上と多くを占めて
おり、ほかに口蓋扁桃手術や頭頸部良性腫瘍手術など基本的な手術について
は、耳鼻咽喉科専門医を目指す後期研修医には執刀できるよう指導します。
学会発表についても地方部会や全国学会での発表を指導します。
　当院耳鼻咽喉科は頭頸部の救急疾患、神経疾患、アレルギー疾患、内分泌
疾患、腫瘍、リハビリテーションなどの幅広い疾患を、内科的・外科的に治療し
ます。耳鼻咽喉科に興味がある方のみならず、すべてを勉強したい方、何に興
味があるかわからない方の研修をお待ちしております。

耳鼻咽喉科

　外科系を目指す方は、形成外科の組織を大切に扱い、目立たない創痕とな
るような縫合法を身につけてもらい、最新の創傷治癒の治療法をみて、学ん
で自分のものにすることで将来の診療に役立てることができます。植皮や皮
弁による手術治療が学べます。
　定期的に新生児検診を行っており外表異常に対する適切な知識を学び、
少子化であっても小児科医と協力して適切に対応できるようにしています。
　救急外来でも顔面骨骨折、顔面創傷、熱傷についての基本的診療を学べ
ます。
　乳がん治療の中で、形成外科による外科医と協力した乳房再建が標準治療
となり、患者のQOLを上げるべく人工物再建から自家組織再建、乳頭乳輪の
医療等刺青治療を行っている。
　各種レーザー治療装置を導入しており、幅の広い診療法が学べます。
小児の口唇裂手術から高齢者の褥瘡治療まで、頭から足先まで、整容からが
ん治療の機能再建、緩和治療まで、多くの科と連携し幅広い診療を経験でき
ます。

形成外科

指導医からのメッセージ
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　総合診療科では、「患者中心の地域包括医療・ケアの達人をめざして！」をス
ローガンに掲げ、全人的、包括的な医療を実施できる医療人の育成を行いま
す。優れた臨床医を養成するには、さまざまなシチュエーションが経験でき、
幅広い領域をまんべんなく研修できるようにコーディネートされた施設が向
いています。
　当院総合診療科での外来・入院診療、サテライト施設では、日常疾患の初期
診療から高度化・専門分化したそれぞれの最先端の医療を、患者に寄り添い
ながら地域の特性や問題点の把握等をし、また自ら考えて自ら行動する医療
を多職種、他職種と連携して実践します。
　高いレベルの診断・治療のみならず、患者の希望をしっかり感じ取りそれを
反映させる臨床能力を備えた臨床医を本気で養成します。

内　　　科 山形大学医学部附属病院、山形県立中央病院、

 東北大学病院、日本海総合病院、

 山形市立病院済生館、東北医科薬科大学

外　　　科 山形大学医学部附属病院

産 婦 人 科 山形大学医学部附属病院、日本海総合病院

耳鼻咽喉科 山形大学医学部附属病院

脳神経外科 山形大学医学部附属病院

麻　酔　科 山形大学医学部附属病院

小　児　科 山形大学医学部附属病院

　精神　科 山形大学医学部附属病院

整 形 外 科 山形大学医学部附属病院

眼　　　科 山形大学医学部附属病院

泌 尿 器 科 山形大学医学部附属病院

放 射 線 科 山形大学医学部附属病院

救　急　科 山形大学医学部附属病院、山形県立中央病院

病　理　科 山形大学医学部附属病院、山形県立中央病院

総合診療科 山形大学医学部附属病院

公立置賜総合病院　総合診療科
　　　　　　　　　『総合診療専門研修プログラム』

◆連携施設

山形大学医学部附属病院

山形県立中央病院

山形県立河北病院

町立真室川病院

最上町立最上病院

西川町立病院

朝日町立病院

白鷹町立病院

小国町立病院

公立高畠病院

公立置賜南陽病院

大蔵村診療所

生協浮間診療所

多摩北部医療センター

総合診療科

多くの専門医・指導医が熱い研修をサポートします。

専門研修プログラムにおける連携施設専門研修プログラムにおける基幹施設

教育体制
　臨床研修管理委員会が中心となり、研修医の教育体制の整備を行っています。週1回のカンファレンスのほか、キャンサー
ボード、救急医療講習会、臨床病理検討会(CPC)、各部門による特別講演会などを開催しています。
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研修医の声
吉田　咲希　研修医

　公立置賜総合病院は、置賜地域の医療の中核を担う総合病院であり、幅広い
症例を経験することができます。
　救急外来では、研修医が主体となって診療にあたり、walkinから救急搬送ま
でさまざまな症例を経験できます。判断に迷うことや不安を感じる面もありま
すが、上級医の先生方に気軽に相談でき、丁寧に指導していただけるため、安心
して診療に臨むことができ、確実に力をつけられる環境だと感じています。
　また、救急以外の診療科においても、病棟患者さんの治療方針や検査計画に
ついて上級医の先生と相談しながら考える機会が多く、病態を評価し、治療を考える力も身につけることができます。
　研修医の人数が8～10名程度とちょうど良い点も魅力で、同期同士の距離が近く、支え合いながら楽しく研修できる
雰囲気があります。ローテーションの自由度も高いため、診療科を回りながら志望科を考えたい方や、志望科が決まっ
ており研修医のうちから重点的に回りたい方におすすめです。
　ここには書ききれない魅力もたくさんあるので、ぜひ一度見学に来てみてください。お待ちしています。

田中　悠太郎　研修医

　皆さんは公立置賜総合病院にどのようなイメージをお持ちでしょうか。辺鄙な
田舎で地域医療を細々と行っている病院、設備が古そう――私自身も実習前は
そのような印象を抱いていました。しかし、実際に実習を行い、そのイメージは
完全に覆されました。
　公立置賜総合病院は2000年に開院した比較的新しい病院で、病床数は470
床と地域でも有数の規模を誇ります。一次から三次救急まで幅広い疾患に対応
しており、置賜地区の中核病院として重要な役割を担っています。特に救急部
では、軽い打撲などの軽症例から心停止といった重篤な症例まで、研修医がファーストタッチを担当します。アセスメン
トから検査・治療のオーダーまで主体的に関わることができ、非常に実践的な研修が可能です。初めは不安を感じる
場面もありますが、日中・夜間を問わず指導医や先輩研修医の手厚いサポートがあり、安心して診療に臨めます。
　また、救急部以外にも多くの診療科をローテーションできる点も魅力です。少しでも興味を持っていただけたら、
ぜひ気軽に見学にいらしてください。

梅津　康宏　研修医

　私は置賜地方の出身で、東京の大学を卒業後は「地域医療に貢献したい」という思いがありました。病院見学は一度
だけでしたが、私自身が患者として当院へ二度入院した経験がありますし、親族が入院していた際にも医療スタッフ全
員が非常にやさしかったので、恩返しをしたいという思いがあり、公立置賜総合病院を第一志望にしました。
　当院は置賜地域の中核病院としての高度な医療からcommon diseaseまで、多様な医療を経験できます。
　日当直では研修医がファーストタッチをするので、患者さんのどこに問題があるか探す手技を身に付けながら、幅

広い症例を診察できますし、困ったら指導医に相談し、すぐにフィードバックを得
られるため、毎日成長を感じることができます。
　また、指導医の先生方は優しく熱心なので、志望科の学会発表の機会をいた
だいた際にはスライド作りから発表までマンツーマンで指導してくださり、専門
性を深められたことも魅力のひとつです。
　最後に、田舎にぽつんとある当院ですが、周辺には米沢牛や有名なラーメン
店、その他美味しいものがたくさんあり、私は食べ過ぎで8kg太りました。置賜で
の研修は全国的にも有名なものが食べられます。ぜひ見学に来て食べて下さい。
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木村　　圭　研修医

　私は研修病院を選ぶにあたり、幅広い症例を経験でき、主体的に診療に関
われる環境であることを重視しました。当院は一次・二次救急を中心に地域
医療を支える中核病院であり、初期対応から専門的治療まで一貫して関わる
ことができる点に大きな魅力を感じています。救急外来では多様な疾患に触
れる機会が多く、実践的な判断力や対応力を身につけることができます。
　また、当院は選択科の自由度が高く、自身の興味や将来の進路を見据えた
研修計画を柔軟に立てることができる点も大きな魅力です。各診療科で研修
医ができることの幅が広く、診察や処置、検査のオーダーなどに主体的に関
わることで、実臨床に即した力を養うことができます。
　さらに、指導医の先生方やコメディカルスタッフとの距離が近く、相談しや
すい雰囲気の中で安心して研修に集中できる環境が整っています。少人数制で丁寧な指導を受けられるため、日々の診
療を通して確実に成長を実感できる理想的な研修病院だと感じています。

半澤　輝也　研修医

　公立置賜総合病院の臨床研修は、温かい人間関係と実践的な学びが両立する環
境が大きな特徴です。私が初期研修医として当院に入職して一年が経とうとしてい
ますが、入職したばかりのころは右も左もわからず戸惑うことも多くありました。そ
のような中でも指導医の先生方は教育に熱心で、研修医一人ひとりの理解度に合わ
せ丁寧かつ具体的な指導を行ってくださいます。またスタッフの皆さんや2年目の初
期研修医の先生方にも支えていただきながら日々の診療に臨んでいます。
　救急外来では、研修医が主体となって初期診療を担当し、指導医のバックアップの
もとで診察や判断を行います。当院は置賜地方の医療の中核を担う病院であり様々な患者さんが受診するため、幅広く
経験を積むことができます。研修医がファーストタッチをしますが、いつでも上級医に相談できる体制がとられている
ため安心して診療に臨むことができます。
　そのほかにも当院では柔軟にローテーションを組み替えたり、高規格道路の開通で新幹線停車駅にも15分でアクセ
スできたりします。当院にはここには書ききれないほどの魅力があるので、ぜひ見学に来てご自身で雰囲気を体感して
ください。置賜でお待ちしています。

16臨床研修案内｜2027－2028 2027－2028｜臨床研修案内



臨床研修医募集要項 令和９年度　公立置賜総合病院

次のいずれかに該当する者
●令和９年４月30日までに医師免許を取得する見込みの者
●平成16年４月１日以降に医師免許を取得したもので、医師法第16条の２第１項の規定に
　基づく臨床研修をおこなっていない者

10名（うち地域医療重点プログラム １名）

面接試験及び成績証明書による書類選考　　 ※申込締切は８月中旬予定

各自病院へお問い合わせください。

令和９年４月１日から２年間

（１）給与月額 １年次　基本月額421,776円（年間総支給見込額　約770万円）
 ２年次　基本月額437,668円（年間総支給見込額　約920万円）
 手　当　通勤手当、時間外勤務手当、期末・勤勉手当、
 　　　　宿日直手当（指導医のもと宿日直を行う）、退職手当等

（２）その他 ●休　　　　　　暇：年20日（１年次は15日）の年次有給休暇、夏季休暇
 ●保　　　　　　険：社会保険（共済組合加入）、厚生年金保険、雇用保険、
 　　　　　　　　　　労災保険を適用
 ●医師賠償責任保険：病院において包括加入（個人加入は任意とする）
 ●宿　　　　　　舎：レジデントハウス
 ●健 康 管 理：年１回定期健康診断実施、各種検診、予防接種等
 ●学会等参加する場合、旅費等の支給有り

下記の書類を提出してください。郵送の場合は封筒に「臨床研修医申込書在中」と記載してください。
●令和９年度　臨床研修医申込書 １部
●履歴書（写真添付） １部
●成績証明書 １部

公立置賜総合病院　総務課職員係
〒992‒0601 山形県東置賜郡川西町大字西大塚2000番地
電  話 ： 0238 - 46 - 5000㈹　ＦＡＸ ： 0238 - 46 - 5711
Email ： soumu＠okitama-hp.or.jp

●マッチングシステムに則り、登録及び選考します。
●二次募集については、マッチング結果発表後から随時お問い合わせください。
●給与については正職員の給与改定に準じ改定する場合があります。

１．応 募 資 格

２．募 集 定 員

３．研 修 期 間

４．勤務・処遇

５．選 考 方 法

６．選 考 日 程

７．応募手続き

８．応募・
　 問い合わせ先

９．そ　の　他
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指導医からのメッセージ

次のいずれかに該当する者
●令和９年４月30日までに歯科医師免許を取得する見込みの者
●平成16年４月１日以降に歯科医師免許を取得したもので、歯科医師法第16の２第１項の規定に
基づく臨床研修をおこなっていない者

１名

面接試験及び成績証明書による書類選考　　※必ず事前に病院見学をしてください。

公立置賜総合病院にて８月下旬実施予定　　 ※後日ご連絡します。

令和９年４月１日から１年間

（１）給　与 基本月額421,776円（年間総支給見込額　約740万円）
 手　当　通勤手当、時間外勤務手当、期末・勤勉手当、退職手当等
（２）その他 ●休　　　　　　暇：年15日の年次有給休暇、夏季休暇
 ●保　　　　　　険：社会保険（共済組合加入）、厚生年金保険、雇用保険、
 　　　　　　　　　　労災保険を適用
 ●医師賠償責任保険：病病院において包括加入（個人加入は任意とする）
 ●宿　　　　　　舎：レジデントハウス
 ●健 康 管 理：年１回定期健康診断実施、各種検診、予防接種等
 ●学会等参加する場合、旅費等の支給有り

下記の書類を提出してください。
郵送の場合は封筒に「臨床研修歯科医申込書在中」と記載してください。
●令和９年度　臨床研修歯科医申込書 １部
●履歴書（写真添付） １部
●成績証明書 １部

P17臨床研修医募集要項に同じ。

P17臨床研修医募集要項に同じ。

１．応 募 資 格

２．募 集 定 員

３．研 修 期 間

４．勤務・処遇

５．選 考 方 法

６．選 考 日 程

７．応募手続き

８．応募・
　 問い合わせ先

９．そ　の　他

　歯科口腔外科では、歯科医師５名体制で日々の診療を行っており、年間
の手術件数は全身麻酔手術が140件、外来鎮静下手術が140件、合計
280件程度となっています。扱う疾患は、口腔がん、顎骨再建（広範囲顎骨
支持型装置）、顎矯正、外傷、炎症と多岐にわたります。また、外来での手術
として、埋伏歯抜去、嚢胞摘出、腫瘍摘出、さらに自費診療を含むインプラ
ント治療など多種多様な症例に対応しています。そして、2025年10月よ
り日本口腔外科学会認定施設となり、認定医および専門医を早期に取得
できる体制を整えています。指導体制は、日本口腔外科学会指導医１名、専門医１名、認定医２名で構成されています。
　研修の目的は、口腔外科領域における疾患に対して自ら考え、治療ができるための「実践経験」を積み上げることです。口腔
外科は非常に面白く、一般治療にはない楽しみを提供してくれます。是非この面白さを経験し、一緒に学び、楽しさを分かち合
いましょう。

18臨床研修案内｜2027－2028 2027－2028｜臨床研修案内
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公立置賜川西診療所
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287

新潟・山形南部連絡道路

アクセス

置賜広域病院企業団

公立置賜総合病院
〒992-0601
山形県東置賜郡川西町大字西大塚2000番地
TEL:0238-46-5000  FAX:0238-46-5711
［救命救急センター］
TEL:0238-46-5800  FAX:0238-46-5801

交通
案内

□自家用車でおいでの方
［山形・米沢方面より］
米沢南陽道路終点から赤湯バイパスに入り
新潟方面へ向かって約12㎞

□電車とタクシーでおいでの方
赤湯駅下車 タクシーにて約15分
今泉駅下車 タクシーにて約5分、徒歩15分

診療科目
24科目

希望する日時・診療科等お知らせください｡

●総務課　職員係　　soumu@okitama-hp.or.jp

病院見学を随時受け付けています

●詳しくはホームページをご覧ください

https://www.okitama-hp.or.jp

内科・精神科・神経内科・消化器内科・循環器内科・小児科・外科・消化器外科・乳腺外科
呼吸器外科・整形外科・脳神経外科・心臓血管外科・皮膚科・泌尿器科・産婦人科・眼科
耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・放射線科・歯科口腔外科・麻酔科・形成外科・救急科
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